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関数ｙ＝ａχ
２

の値の変化（２）

年 組 番 名前

● 例題１ ●

ボールが斜面を転がるとき、ボールが転がり

始めてからχ秒間に転がる距離をｙｍとする

と、ｙ＝２χ２の関係が成り立つ斜面がある。

このとき、２秒後から３秒後の平均の速さを

求めなさい。

平均の速さ ＝
転がった距離

転がった時間

ｙの増加量

χの増加量
だから

χ ０ １ ２ ３

ｙ ０ ２ ８ １８

より、
１８－８

＝ １０
３－２

答 １０ｍ／秒

→５７の例題２へ

問１ 上の例題において、次の場合の平均の

速さを計算しなさい。

① ０秒後～１秒後

χ ０ … １

ｙ ０ … ２

２－０
＝２

１－０ 答 ２ｍ/秒

② １秒後～３秒後

χ １ … ３

ｙ ２ … １８

１８－２
＝８

３－１ 答 ８ｍ/秒

③ ４秒後～６秒後

χ ４ … ６

ｙ ３２ … ７２

７２－３２
＝２０

６－４ 答 ２０ｍ/秒

＝

● 例題２ ●

関数ｙ＝χ２において、χの変域が

－１≦χ≦２のとき、ｙの変域を求めなさい。

χの変域内において、

χ＝０のときに最小で、ｙ＝０

χ＝２のときに最大で、ｙ＝４

答 ０≦ｙ≦４

→５５へ

問２ 次のそれぞれの関数について、χの変域

が、－２≦χ≦４の時、ｙの変域を求めな

さい。

①

χ＝０で最小値ｙ＝０

χ＝４で最大値ｙ＝８

答 ０≦ｙ≦８

②

χ＝４で最小値ｙ＝－32

χ＝０で最大値ｙ＝０

答 －３２≦ｙ≦０

③

χ＝０で最小値ｙ＝０

χ＝４で最大値ｙ＝１２

答 ０≦ｙ≦１２

ｙ＝
１

２
χ２

ｙ＝－２χ２

ｙ＝
３

４
χ２


